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日本学術振興会特別研究員(PD}・東北大学大学院歯学研究科 顎口腔機能創建学分野
この度,東北大学大学院総長賞を拝 の促進が認められました。近年,石灰化と骨形成促進には関連
受致 しました(2008年3月)。本稿で 性があることが示唆されている事から,新たな骨再生担体とな
は,筆者が博士課程において,これまで る事が期待されます。
に行ってきた研究内容の一部を,受賞 生体と材料を繋ぐ生体材料工学の分野は,異分野にまたがる
対象の内容を含めて紹介させて頂きま 学際領域であります。各分野は独自の考え方を持ち,結果を得
す。 るまでの期間が異なるなど,お互いの理解と信頼無くしては進
.1歯 科や整形外科領域の骨欠損治療に み得ません。研究は決して一人では行えない事を認識し,他分
おいては,自家骨移植が優れた性能を 野への配慮を怠らず,学際的な視点で研究を勢力的に行ってい
示すものの,2次手術の必要性,採取量の制限などの問題点か きたいと考えております。今後生体材料工学研究でさらに研鎭
ら,これに変わる優れた代替材料が求められております。 を積み,予防,再生医療などへ応用可能な新規材料の創生に携
リン酸オクタカルシウム(OCP)は,ヒドロキシアパタイト わっていきたいと考えております。
(HA)の前駆物質である事が提唱され,歯のエナメル質,象牙
讐繍贈謬語1灘驚∵欝迄識 受鰻論文
と,骨 再 生 を促 す 事 を報 告 して 参 り ま した。 また,近 年 こ の 骨1)YHondaT.Anada,S,Kamakura,M,Nakamura,S,Suga一
再 生 過 程 で は,OCPは 骨 芽 細 胞 等 に作 用 す る こ とで 骨 形 成 をwa「a,O・Suzuki:Elevatedext「acellula「calciumstimuiates
促 進 す る一 方,破 骨 細 胞 様 細 胞 の誘 導 も促 し,材 料 吸 収 と骨 形seG「etionofb。nem。 「PhogeneticP「otein2byamac「。7
成の辮 を同日寺に賦活化す ること艘 れた骨置換を示す事 を 瀞11翻16図.che「n'Biophys'Res'C.…'345;
明らかにして参 りました。しかし,それで もなお骨移植 に匹敵2)Y ,Honda,S,Kamakura,K,Sasaki,O.Suzuki:Formation
する優れた骨補填材 となるためには,骨形成機序,骨形成を促 。fb。ne-likeapatiteenhancedbyhydrolysisofoctacal一
す最適条件,新規骨補填材料の開発などの点において,OCPはciumPh。sPha†ecrystaisdeP。sitedincollagenma†rix・J.
さらなる検討の余地を残 しております。そこで本博士課程でBio「ned・Mate「Res・BAPPLBiomate「・,80B:281-289,
2007,は
,私 は以下の3点 を博士論文 としてまとめました。すなわ
ち,1)OCPの骨形成機序の解明,2)OCPの骨形成能 の最
適条件 の探索,3)OCPを用いた新規骨補填材の開発につい 略 歴
て です。1)では,高 濃度 細胞 外Ca2+が,マク ロ ファージ
(Mφ)を嚇 化 し,BMP-2の遺伝子発現 分泌 を促進すること2004年3月 東北大学歯学部卒
を明 らか緻 しました。 これは,・CP周囲のMφ が材料吸収2007年4月 躰 学徹 興会特別研究則DC2)
に加え,骨形成機序にも関与 している可能陛を示唆 してお りま2008年3月 東北大学大学院歯学研究科 博士課程修了(顎
す.2)で は,。CPの骨形成育臥 微細構造に著 しく影響綬 口腔機能創建学分野)
ける事 を明 らかに しました。3)では,室 温環境下 にお ける2008年4月 日本学術振興会特別研究員(PD)
OCPの合成条件を探索 し,微 小OCP分 散型コラ_ゲ ン担体(現 在に至 る)
を開発 しました。作成 した担体は擬似体液内において,石灰化
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